
第 1 学 年  英 語科学習指導案
日 時  平 成 1 5年 1 1月 5日 (水) 5校 時

場 所  浄 法寺町立浄法寺中学校

学 級  1年 A組 男子1 8名女子1 8名 計3 6名

指導者  千 葉 進

単元名  U n i t  8 旅 立 ちの 日
( N E W  H O R I Z O N  E n g l i s h  C o u r s e  l  東京 書籍 )

2  単 元について

( 1 ) 教 材について

U n i t  8 - U n i t  1 0 までは由美、健、マーク、デ ミの4人 が冬休みにオース トラリア
を旅行する設定となっている。そ してU n i t  8 は彼 らが 日本 を発つ当日の朝の場面で
ある。言語材料は、U n i t  8 - ①では、W h e r e . " P の文 と応答の形 。意味 ・用法を学習
する。U n i t  8 - ②では、W h o s e . . . P の文 と応答の形 ・意味 ・用法を学習する。
U n i t  8 - ③では、人称代名詞の 目的格について学習する。

( 2 ) 生 徒について

( 3 ) 指 導 につ いて

、達成感 と今後 の学習 に対す

単元 の指導 目標及び評価規準

1 ) 単 元の指導 目標

① [ コミュニケーシ ョンヘの関心 ・意欲 ・態度]
・初歩的な英語 を用いて、 自分の ことを表現 した り、相手か らの情報を得 た りす
る活動 に積極的 に取 り組 も うとす ることができる。

② [ 表現の能力]
・疑 問詞W h e r e とW h o s e を使 った基本文が言 え、ペア ワー クの対話の中で正 しく使

うことができる。
・代名詞 の 目的格h i m / h e r を、ペア ワー クの対話の中で使 うことができる。

③ [ 理解 の能力]
・疑問詞W h e r e とW h o s e を用いて尋ね られた内容を聞き取 り、適切 に応答す ること
がで きる。

④ [ 言語や文化 についての知識 ・理解]
・代名詞 について、主語 として用 い る主格、所有格 のそれぞれ の意味や適切な形で
説 明できる。
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( 2 )評 価規準

4  指 導計画 ( 5時 間扱 い 。・・本 時 1 / 5 )

5  本 時 の指 導 につ いて

( 1 ) 本 時 の 目標
・ものが どこにあ るのか を尋ね る表現 を積極的 に使お うとす る こ とがで き る。

< コ ミュニ ケー シ ョンヘ の 関心 ・意欲 ・態度 >
・疑問詞 W h e r e . . . P の文 と応答 の形 ・意 味 ・用 法 を正確 に理解 で きる。

< 理 解 の能 力 >
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2 ) 本 時 の展 開
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( 4 ) 板 書計画

5  本 時の評価 の観点

。ものが どこにあるのかを尋ね る表 現 を積極的 に使お うとす る こ とがで きる。
・疑 問詞W h e r e を使 つた基本 文 が言 え、ペ ア ワー クの対話 の 中で場所 を示す
前置詞 の使 い分 けがで き る。

U n i t  8  旅立 ちの 日

本時の学習課題

の が ど こに あ るの か を尋 ね た り、 そ れ に答 え た りす る こ とが で き る
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1  対 話 に積極 的 に参加 で きた。                    A  B

2  W h e r e . . . P を使 つて場所 をたず ね るこ とがで きた。          A  B

3  場 所 を示 す 前置詞 ( b y , u n d e r , o n , i n ) の使 い分 けが理解 で きた。    A  B
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1年 生 英 語学習 シー ト B p.68-69
Unit 8 旅 立 ち の 日

i 学習課題
|

:                                                                                                 1
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( )iS my book P It is (      )the desk.
机 の上 に あ ります。私 の本 は どこにあ ります か。

使 つてみ よ う !  く C a t , w a l l e t , b o o k > が ど こ に あるのかを探そ う !

下の絵 について、例にな らって、 とな りのひ とと対話 しよ う。 ワー クシー トA か ら会話
を始 めよ う。 そ れぞれが どこにあるのかを絵の中に絵 で書 こ う 1
すべて聞き終わつた ら絵 を見比べてチェ ックしよ う。

(対話71j )  Иr W h e r e ' s  m y  b a g  P
βf lt's by the desk.

自己評価欄 ( A : 良 くで きた

1  対 話 に積極的に参加 できた。

B : 普 通  C : あ ま り良 くで きなか つた)

2  W h e r e . . . P を使 って場所 をたずね ることができた。

3  場 所 を示す前置詞 ( b y , u n d e r , o n , i n ) の使い分 けが理解 できた。
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